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事業

種目
事 業 名 事 業 区 間 総事業費

内用地

補償費

着手予定

年度

完了予定

年度

河川

事業

二級河川香住谷川水系香住谷川

総合流域防災事業
香美町香住区

一日市～香住
20 億円 － 平成 26 年度 平成 35 年度

事 業 目 的 事 業 内 容
香住谷川は香美町香住区の中心市街地を貫流しており、流
域においては、特に平成 2 年台風第 19 号や平成 16 年台風第
23 号等、これまで度重なる浸水被害が発生している。
このため、戦後最大の平成 2年台風第 19号洪水と同規模の
洪水に対して浸水被害を軽減するため、河川整備計画に基づ
き、当該事業を実施する。また、「但馬地域総合治水推進計画」
に位置づけ、当該事業を河川下水道対策として行うとともに、
流域対策・減災対策を併せて行うことにより、再度災害を防
止し、地域住民の安全・安心を確保する。

計画流量45m3/s(基準点:通玄寺橋)
改修延長 1,100m
河床掘削 約12,000m3

護岸改修 約 9,900m2

付帯工事
橋梁架替 7橋
〔負担割合 国:1/2 , 県:1/2〕 

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性 ①過去から浸水被害が生じていたため、局部的な改修を実施しているが、改修後も
浸水被害が生じている。

（改修実績）
・ 災害関連事業（昭和48年～昭和49年）〔河口0.6km～JR鉄橋下流まで〕
・ 局部改良事業（昭和58年～昭和60年）〔JR鉄橋上下流〕

（改修後の浸水被害）
・ 改修後の昭和60年以降、4回（昭和62年、平成元年、平成2年、平成16年）
の浸水被害が発生。
・ 平成2年台風第19号による浸水被害〔浸水戸数348戸（内床上99戸）〕
・ 平成16年台風第23号による浸水被害〔浸水戸数35戸（内床上1戸）〕

②現況流下能力は、通玄寺橋地点において約20m3/sであり、平成2年9月台風第19号
と同規模洪水に対する被害軽減に必要としている整備目標流量（45m3/s）の半分
にも満たない。

③度重なる浸水被害が発生しており、早急に河川改修を実施して、再度災害防止を
図る必要がある。

(2)有効性

・効率性

（執行環境状況）

①費用便益比B/C=1.7

②沿川には人家が連たんし、県道等の重要交通網もあることから、河川改修による
浸水被害額の軽減効果が大きい。また、香住病院、商工会館、郵便局、幼稚園な
どの公共公益施設が集中しており、各施設が浸水によって機能停止となった場合
の社会的影響を考慮すると、河川改修による浸水被害軽減の効果はさらに高くな
る。

③河川改修により、平成2年台風第19号と同規模の洪水が発生しても、事業区間内
において浸水被害が概ね解消する。

④香住谷川下流部を横断する町道山手若松線の新設計画（平成27年～30年）にあわ
せて、前半5ヶ年で河口～香住病院までを重点整備することにより、町事業との
一体的な事業進捗を図るとともに、住宅が密集している下流部での早期事業効果
発現を図る。

⑤平成2年の水害を契機に、県・町・地元で構成する「香住谷川川づくり懇話会」
等で対策検討を重ねながら、地元合意が得られたところであり、事業執行環境も
整っている。（河川整備計画：国に同意申請済み）

⑥香住谷川流域を含む地域総合治水推進計画を平成26年度に策定する。

(3)環境適合性 ①河川及び沿川における生物の生活環境に配慮した整備（魚巣ブロック等の設置）
により、環境の保全を行う。

②下流部において、水面に近づくための階段および小段を利用した歩道の整備によ
り、親水性の向上を図る。

(4)優先性 ①度重なる浸水被害が発生している本河川の改修の優先度は高い。

【事後評価】

対象・対象外
①完成断面における流下能力の検証

②事業に対する地域住民の意識調査
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【全体計画平面図】

①河口から約230m上流地点 ②香住病院付近の状況
（河口から約360m）
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【河川改修の概要】
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河川改修区間は、支川・森谷川の合流点から河口までの1.1km区間とする。
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No. 降雨年月日 降雨原因

浸水戸数
水田
浸水
面積

実績雨量(mm)

床下 床上
最大
1時間

最大
24時間

1 昭和62年10月 台風第19号 4 1 6.0ha 37 222

2 平成元年10月 集中豪雨 13 6 不明 44 110

3 平成2年9月 台風第19号 249 99 22.7ha 48 320

4 平成16年10月 台風第23号 34 1 13.8ha 30 192

被災・出水状況（既往洪水）

主な災害履歴

流域面積5.97km2

美方郡香美町県道香住村岡線

幼

＋

〒

日本海新聞(平成2年9月20日)

香住病院内

県道香美久美浜線

1000m8006004002001000

平成元年10月洪水 （集中豪雨）

JR橋梁より上流側を見た出水状況

釜石川付近の地区の出水状況

香住病院駐車場

平成平成22年年99月洪水月洪水 （台風（台風1919号）号）

香住バイパスより下流側を見た出水状況

昭和昭和6262年年99月洪水月洪水 （台風（台風1919号）号）

凡例

：流域界
：計画基準点
：浸水実績（H2年）
：浸水実績（H16年）
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１．実施工程表

２．事業効果について

（１）費用対効果

①便益（Ｂ）の項目

１）便益＝治水事業を実施することによる被害軽減期待額を現在価値化被害額＝一般資産被害（家屋、家

庭用品、事業所償却資産、農漁家償却資産等）＋農産物被害＋公共土木施設等被害＋営業停止被害＋

応急対策費用

２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

治水経済調査マニュアル（案） 国土交通省河川局（平成17年4月）

②費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

便益（Ｂ） 費用（Ｃ）

総便益費
（百万円）

代表的な効果
総費用
（百万円）

事業費
（百万円）

維持管理費
（百万円）

Ｂ／Ｃ

下記と同規模の洪水に対しての軽減

効果（事業区間内）

・平成2年台風第19号

→床上浸水が解消

床上浸水戸数 96戸 → 0戸

床下浸水戸数 156戸 → 27戸

浸水面積 21.5ha → 3.2ha
3,199

・平成16年台風第23号

→浸水被害が解消

床下浸水戸数 26戸 → 0戸

浸水面積 5.6ha → 0ha

1,838 1,687 151 1.7

（２）費用対効果に含まれない効果

河道＋流域のモデル化

各メッシュの資産、地盤標高の設定

氾濫解析

氾濫区域内資産額の算定

年平均被害軽減期待額の算定

費用便益比

・平面 2次元氾濫不定流モデル

・流域は 50m 四方のメッシュに分割

・メッシュごとに、人口、資産（戸数、事業所数、

面積など）、地盤高を設定

・生起確率の異なるハイドログラフ

をもとに氾濫解析を実施

・メッシュデータと氾濫解析結果より被害額を算定

・洪水の生起確率毎の被害額、年平均被害軽減額を算定

・年平均被害軽減額から算定される便益と建設費用を

現在価値化して費用便益比を算定

＜凡例＞

実施計画

①道路の交通途絶による波及被害の軽減

②医療・社会福祉施設、防災拠点施設、文化施設等の被害の軽減

③多様な生物の生活環境の保全・再生・創出

④親水空間の整備

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５

測量・調査・設計

護岸、河床掘削

橋梁架替

工区 全体 下流工区（河口～香住病院） 上流工区（香住病院～森谷川合流点）
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河川事業の効果

対象事業：総合流域防災事業 (二)香住谷川

（１）費用対効果

評価の視点 効 果 項 目 (費用対効果の便益内容)

治水安全度の向上
浸水被害の軽減

・一般資産被害

(家屋、家庭用品、事業所償却資産、

農業家償却資産等)

・農産物被害、公共土木施設等被害、

営業停止被害、応急対策費用

（２）費用対効果に含まれない効果

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

道路、鉄道等の交通途絶による波及被害の

軽減
○
県道香住港線等の交通途絶による波

及被害の軽減

医療・社会福祉施設、防災拠点施設、文化

施設等の被害の軽減
○
香住病院、香住幼稚園、避難所（商工

会議所、職業訓練センター、中央公民

館）、香住文化会館の浸水被害軽減

社会経済活動等の安定

津波による浸水被害の軽減 ×

多様な生物の生活環境の保全・再生・創出 ○
河川及び沿川における生物の生活環

境に配慮した整備（魚巣ブロック等の

設置）により、環境の保全

魅力ある河川空間の創造

親水空間の整備・景観への配慮 ○
水面に近づくための階段および小段

を利用した歩道の整備による親水性

の向上

※○印は当該事業効果の主な項目
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